
  

   第１１５回  仏教公開講座 
 

年間テーマ  

生きるって どういうこと  
サブテーマ（教区御遠忌テーマ） 
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真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

   

 

日  時  ２０１４年１月２０日（月）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  太田清史 氏（大谷中・高等学校長） 

  講  題  『大きな願いに生きよう』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

講師紹介 

太田清史（おおた きよし） 

1952年滋賀県に生まれる 

 大谷大学大学院博士課程（仏教学専攻）満期退学 

 京都光華女子大学教授、札幌大谷大学学長を歴任 

 2011年度より（学）真宗大谷学園 大谷中・高等学校（京都）学校長 

 真宗大谷派悲願寺衆徒／臨床心理士 

『 魂
いのち
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も

ゆ － 暁烏
あけがらす

 敏
はや

の世界－』東本願寺出版部 

     『仏教教育学序説』同朋舎出版 

『生老病死の教育観－仏教と心理療法－』自照社出版 

 『大きな願いに生きよう』（東本願寺出版部）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ  

この世のあらゆる生命体は、みんな同じ一つの命から生まれています。つ

まり我々は一人残らず、「生かされて生きている」のです。その命の本源

のことを、仏教では「阿弥陀仏」と言います。阿弥陀仏が我々すべてに掛

けられている「本当の願い（本願）」を、皆さんと一緒に聞いてみたいと

思います。 


